
Pick up

おごせ教育　11月20日(水)､21日(木)に5年生が梅
園小学校と合同で宿泊学習に県立小川
げんきプラザへ行きました｡1日目は､天候
が悪く､計画を一部変更して､クラフト体
験やスタンプラリー､プラネタリウム､キャ
ンドルファイヤー等を行いました｡2日目
は､天候も回復し､秋晴れの中､カレー作り
をしました｡教室では学ぶことができな
い貴重な体験をすることができました｡

　11月9日(土)に､光耀祭を行
いました｡第1部では､各クラス
代表生徒による｢これからの越
生町のために私たちができる
こと｣をテーマに発表会を行い
ました｡第2部では､自衛隊の
方をお迎えし､体験を伴う｢防
災教育｣を実施しました｡

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加するこどもたちを写真で
紹介するコーナーです。

越 生 中 学 校

　11月20日(水)､21日(木)に越生
小学校の5年生と合同で県立小川げ
んきプラザへ行ってきました｡宿泊
学習は､クラフトづくり､スタンプラ
リー､キャンドルファイヤーなどを通
して､越生小学校の5年生と交流を
深めるとともに､楽しい思い出をつ
くることができました｡

梅 園 小 学 校

越 生 小 学 校

ズームイン教育323

県立越生高校

『令和６年度
　新校開校と活躍』　

　
本
校
は
、
令
和
８
年
度
に
鳩

山
高
校
と
統
合
し
新
校
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
越
生
高
校

は
、
創
立
五
十
二
年
目
を
迎
え
、

自
然
豊
か
な
学
習
環
境
と
地
域

に
根
ざ
し
た
学
校
で
す
。
今
ま

で
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
を
多
数
、
輩
出
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
、
新
校
開

校
に
向
け
て
、
県
教
育
委
員
会

の
指
導
の
も
と
校
名
の
検
討
や

施
設
設
備
の
改
修
等
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
普
通
科
と

美
術
表
現
科
（
仮
称
）
の
特
色

あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
祭
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
よ
う
に
生
徒
会
を
中
心
に
普

通
科
と
美
術
科
の
生
徒
が
協
力

し
て
一
般
公
開
も
行
い
ま
し
た
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
は
、
地

域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
一

般
道
を
使
用
し
て
実
施
し
ま
し

た
。

　
美
術
科
は
、十
九
年
連
続
「
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
出

品
や
「
埼
玉
県
高
校
美
術
展
」

に
多
数
、
出
品
し
ま
し
た
。
県

内
高
校
で
唯
一
の
映
像
表
現
が

あ
り
ま
す
。
普
通
科
、
美
術
科

と
も
に
自
分
の
興
味
に
合
わ
せ

て
選
択
で
き
る
教
科
目
を
設
け

ら
れ
、
生
徒
の
能
力
が
十
分
発

揮
で
き
て
い
ま
す
。

●
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

●
埼
玉
県
高
校
美
術
展
、
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
等
出
品
作
品

●
文
化
祭
（
白
梅
祭
）
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明
治
以
降
の
越
生
の
主
な
出
来

事
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。

　明
治
２
己
巳
（
１
８
６
９
）

　
11
月
　
法ほ
う
お
ん
じ

恩
寺（
大
字
越
生
）

が
神
仏
混こ
ん
こ
う淆
廃
止
の
た
め
境
内

八は
ち
ま
ん幡
神
社
の
移
設
を
求
め
る
文
書

を
出
す
。
　

　
明
治
14
辛
巳
（
１
８
８
１
）

　
12
月
　
大
字
黒く
ろ
や
ま山
（
現
梅う
め
そ
の園
小

学
校
南
分
校
跡
地
）
に
黒
山
学
校

の
校
舎
新
築
／
法
恩
寺
門
前
脇
に

扇お
う
ぎ
ま
ち
や

町
屋
警
察
署
越
生
分
署
の
庁
舎

が
新
築
さ
れ
る
。

　
明
治
26
癸
巳
（
１
８
９
３
）

　
１
月
　
春か
す
が
ば
し

日
橋
（
黒く
ろ
い
わ岩
―
西に
し

和わ

田だ

間
）
が
落
成
、
開
橋
式
。

　
明
治
38
乙
巳
（
１
９
０
５
）

　
４
月
　
大
字
小こ
す
ぎ杉
の
民
家
に
梅

園
村
役
場
を
移
転
す
る
／
☆
９
月
　

日
露
講
和
条
約
調
印
。　
　

　
大
正
６
丁
巳
（
１
９
１
７
）

　
越
生
尋
常
高
等
小
学
校
敷
地
内

に
忠ち

ゅ
う
こ
ん
ひ

魂
碑
（
日
露
戦
争
）
建
立
。

　
昭
和
４
己
巳
（
１
９
２
９
）

　
10
月
　
武
州
自
動
車
株
式
会
社

（
上
町
）
が
乗
合
自
動
車
の
営
業

を
開
始
。
路
線
は
津つ

く

ね
久
根
―
越
生

―
沢
田
―
川か
わ
か
ど角
―
脚す
ね
お
り折
―
鯨く
じ
ら
い井
―

川
越
で
所
要
時
間
１
時
間
半
。

　
昭
和
16
辛
巳
（
１
９
４
１
）

　
☆
３
月
　
国
民
学
校
令
公
布
。

越
生
国
民
学
校
、
梅
園
国
民
学
校

に
改
称
し
、
尋
常
科
は
初
等
科
に

改
組
さ
れ
る
。
越
生
高
等
科
に
特

修
科
（
１
年
）
を
置
く
／
☆
12
月
　

太
平
洋
戦
争
勃
発
。

　
昭
和
28
癸
巳
（
１
９
５
３
）

　
☆
９
月
　
町
村
合
併
促
進
法
公

布
、
10
月
に
施
行
。

　
昭
和
40
乙
巳
（
１
９
６
５
）

　
２
月
　
町
村
合
併
10
周
年
記
念

式
典
挙
行
／
４
月
、
埼
玉
県
・
緑

化
推
進
委
員
会
主
催
の
植
樹
祭
挙

行
。
弘こ
う
ぼ
う
や
ま

法
山
に
桜
150
本
、
檜
２
千

本
の
苗
木
を
記
念
植
樹
／
５
月
、

山
吹
の
里
に
水
車
小
屋
を
復
元
／

10
月
第
10
回
国
勢
調
査
・
人
口

９
，
９
９
３
人
（
男
４
，
８
７
６

人
、
女
５
，
１
１
７
人
）

　
昭
和
52
丁
巳
（
１
９
７
７
）

　
３
月
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

完
成
／
４
月
　
越
生
小
学
校
新
校

舎
（
旧
越
生
中
学
校
跡
地
）
の
使

用
開
始
。
毛
呂
山
越
生
都
市
計
画

道
路
（
新
飯
能
寄
居
線
）
決
定
／

埼
玉
県
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー

（
現
ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
埼
玉
お
ご

せ
）
構
想
発
表
。　

　
昭
和
64・平
成
元
年
己
巳（
１
９
８
９
）

　
１
月
　
越
生
100
周
年
実
行
委
員

会
設
立
、
町
制
施
行
100
周
年
記
念

事
業
開
始
／
２
月
　
越
生
梅
林
梅

ま
つ
り
で
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
行
開
始
／

４
月
　
越
生
駅
東
区
画
整
理
事
業

完
了
。
越
生
東
一
丁
目
〜
七
丁
目

が
誕
生
／
７
月
　
わ
い
わ
い
大
行

進
、
第
１
回
越
生
ま
つ
り
開
催
／

10
月
　
越
生
観
光
案
内
所
（
Ｏ
Ｔ

Ｉ
Ｃ
）
オ
ー
プ
ン
／
11
月
　「
越

生
郷
土
か
る
た
」
作
成
。
越
生
特

産
物
加
工
研
究
所
「
元
気
百
梅
」

販
売
開
始
。

　
平
成
13
辛
巳
（
２
０
０
１
）

　
１
月
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
番
組
『
さ
ん
ま

の
ス
ー
パ
ー
か
ら
く
り
Ｔ
V
』
の

「
ご
長
寿
早
押
し
ク
イ
ズ
名
人

戦
」で
仲
野
栄
次
さ
ん（
上
野
二
）

が
優
勝
。
カ
タ
ク
リ
の
会
「
お
ご

せ
手
作
り
梅
ア
イ
ス
」
販
売
開
始

／
２
月
　
第
１
回
梅
の
里
ち
び
っ

子
駅
伝
大
会
開
催
／
11
月
　
ゆ
う

パ
ー
ク
お
ご
せ
の
入
館
者
100
万
人

突
破
。
日
本
観
光
協
会
主
催
「
花

の
観
光
地
づ
く
り
大
賞
」を
受
賞
。

　
平
成
25
癸
巳
（
２
０
１
３
）

　
３
月
　
町
指
定
文
化
財
の
「
新

宿
町
山
車
」、「
越
生
神
社
神
輿

（
本ほ
ん
み
や宮
）」
の
修
復
完
了
／
７
月
　

大
観
山
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
整
備
事

業
を
実
施
。

毛呂山・越生都市計画道路案（昭和 52年１月号　広報おごせ）

「ご長寿早押しクイズ名人戦」の記事（平成 13年２月号　広報おごせ）

左：町制 100周年記念「越生郷土かるた」　右：平成 24年度改訂版
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